




1

V o l . 1 4（2 0 0 9）N o . 2

C O N T E N T S

63

ホームページ　http://www.isij.or.jp

ミニ特集「マルテンサイトとベイナイトの基礎：高強度化と高延性・高靭性への挑戦」

Techno Scope 進化する建築デザイン …………………………………………………… 64

鉄の点景 体操ゆか …………………………………………………………………… 69

連携記事 780N/mm2級鋼による新構造システム建築物の開発

 高梨晃一、志村保美、油川真広 ………………………………………… 71

ミニ特集 巻頭言

 マルテンサイトとベイナイトの基礎：高強度化と高延性・高靭性への挑戦

  友田陽、津﨑兼彰 ………………………………………………………… 79

 自動車用薄鋼板におけるベイナイト・マルテンサイトの活用事例と課題

  吉永直樹、高橋学 ………………………………………………………… 81

 溶接構造用厚板からみたベイナイト・マルテンサイト研究への期待

  遠藤茂、石川信行、鹿内伸夫 …………………………………………… 86

 組織キャラクタリゼーション：複雑組織は解明されているか

  森戸茂一 …………………………………………………………………… 90

 マルテンサイト・ベイナイト組織の形成メカニズムに関する現状の理解

  古原忠 ……………………………………………………………………… 97

入門講座 リスクベース工学入門−2

 リスクベース工学の基礎

 酒井信介 …………………………………………………………………… 103

アラカルト 若手研究者・技術者へのメッセージ−4

 高く心を悟りて、俗に帰るべし

 浅井滋生 …………………………………………………………………… 110

 講演大会学生ポスターセッションに参加して

 最優秀ポスター賞を受賞して

 及川雅史 …………………………………………………………………… 114

協会の活動から ……………………………………………………………………………………… 115

会員へのお知らせ …………………………………………………………………………………… 118

海外鉄鋼関連最新論文……………………………………………………………………………… 135

目　次



74

ふぇらむ Vol.14（2009）No.2

136

　今さらながらではないが、米国のサブプライム問題に端
を発して世界経済は急変した。
　日本ではこれまで、バブル崩壊を経験しているが、今回
は非常に根が深く、影響が広範囲にかつ長期に渡るとの見
方が大方である。これまでいかに量をつくりきるかという
ことで、いわば右肩あがりの経済情勢に踊らされていた感
があり、地に足が十分についていなかったと改めて感じる
次第である。今の状態をのりきることは必達の命題である
が、見方を変えればこれまでの浮き足だった考え方、進め

方を見直す良い機会でもある。また、こういう時にこそ将
来の備えをしっかりすることが、確かな明日へと続く気が
する（気休めかもしれないが）。先日、欧州では２０１２年以降
の乗用車CO２新規制案が可決されたという。経済は一変し
ようとも地球環境保護や温暖化抑制に何ら変わることはな
い。この機会に冷静になり、しっかりと足もとを固めつつ、
明るい未来を築くために粛々と準備していきたいと考える。

（M．M．）
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